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マサイ語の名詞分類にむけて

神田 ］り

1 . はじめに

ナイル諸語、とくに南ナイル諸語と東ナイル諸語に属する言語の文法を記述するとき、

名詞の複数形成についての記述は不十分なものであった。たとえば、タッカーは、マサイ

語の文法記述において、複数形は個々の名詞ごとに覚えなければならないと、また、ホリ

スは、マサイ語の文法叫述のなかで最も複雑なのは名，fiiJの複数形成であると、述べている。

I) それでは本‘りに、タッカーがばっているように、マサイ語の文法休系のなかで名詞の複

数形成には規則性が{l-{fせず、複数形は個々の名詞ごとに記飽しなければならないような

ものであろうか (Tucker& Mpaayei: 1955, pp.1-5)。ホリスやキッチングは、ナイル諸語

の名,Mの複数形成に関係する接尾辞を、バントゥー.m研究の成果にのっとって分析しよう

と試みた。』）バントゥー語においては、名詞は、接頭辞の特徴によって容易に分類するこ

とがuJ能であり、しかも、対になっているNi-数の名洞類と複数の名詞類を容易に見つける

ことができる。だが、ホリスやキッチングのナイル諸訴の名詞の複数形成を明らかにする

試みは、彼らが指摘する複雑さ故に成功しなかった。彼らが指摘する複雑さとは、以ドの

ようなものである。

• l]i. 数と複数の対となる名詞類を決定しても、例外があまりに多い。

• qi. 数形にたいして、複数形が定しない。

例えば、タッカーとムパイエイの「マサイ語文法」付録の語鎗集を精杏すると、単数形

に接辞されて複数形をつくる接尾辞だけでも 11種類が見つかる。＂また、 Mじ形をした

接尾辞が、ある名詞においては、単数形に付加されて複数形をつくるのに川いられたり、

別の名詞では、複数形に付）UIIされてlli.数形をつくるのに川いられる。このように接尾辞の

種類の多いことや、詞じ形式の接尾辞がときには単数形を、またときには複数形をつくる

のに川いられることが、例外が多いという従来の指摘のJ原囚になっている。 複数形が一

定しないとは、つまり、ふ計休系内で 1つのlfl数形にたいして、 2つ以l_:の複数形が存在

すること、また、個人話レベルにおいても、 lつの単数形にたいして、 2つ以Lの複数形
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が存在することである。 1つの単数形から複数個の複数形が形成されるばかりでなく、 l

つの複数形から複数個の巾数形が形成されることもある。このようにふ悟体系内でも、個

人訴のレベルにおいても、ある種の「ゆれ」が存在するといえる。

従来の研究の失敗は、バントゥー語研究の方法をそのままナイル諸語研究にあてはめた

ことである。とくに、 lli.数と複数の対の類を決定して、その類を固定的に考えたことにあ

る。従来の研究の不備を克服するには、我々にはわからなかった名詞の分類がナイル諸語

には{i{Eし、その分類に従って名洞の複数形、あるいは、 l}i.数形が形成されていると考え

るべきである。また、ある 1つの名詞がどのカテゴリーの類に属するかに「ゆれ」が;(j.在

すること、これがふ計休系内での「ゆれ」を牛じさせる。また、，i和者がある 1つの名詞を

どのカテゴリーの類に所属させるかに「ゆれ」が存在すること、これが個人語レベルでの

「ゆれ」を生じさせる。たとえば、ある話者が名洞Aをカテゴリー Xに所属すると考えれ

ば、その複数形はAx-plになり、もし、同じ名詞AをカテゴリーYに所属すると考え

れば、その複数形はAy-plになる。こうして名詞Aに複数個の複数形 {Ax-pI/ 

Ay-p 1/Az-p 1/ ... }が存在することになる。

このような名詞における範疇化は、あらゆる言語で将遍的な現象と考えられる。ただし、

どのようなカテゴリーに範疇化するかは、それぞれの言語で異なっているのは当然である。

英訴であれば、そのカテゴリーは,iJ:1,'):名洞とイ汎Jj.';:名詞を分けるカテゴリーであり、独拍

や仏甜であれば、文法「ヤI:」であり、 H本語であれば、数慎詞を決定するカテゴリーであ

る。

本論では、マサイ語における名詞の複数／単数形成には規則性が存在することを証明し、

複数/Hi.数形成のやり）jをFがかりにマサイ3ftの名詞の分類を試みる。

2. 数の接尾辞

名詞分類のカテゴリーについての議論にはいる前に、マサイ語の名詞の複数／単数形を

つくる接尾辞について、おもに形式の面から述べておこう。用いる育料は、タッカーとム

パイエイの「マサイ語文法」の末尾にある語彙集である。 1)

2 . 1 . 複数形をつくる接尾辞

単数形を其準にして単数形に付加されて、複数形をつくる接尾辞がある。 5)

2 . 1 . l . 接尾辞ー i

• この接尾辞で複数形がつくられる名詞の数は、最も多い。
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• この接尾辞は牛性的で、この接尾辞で複数形が形成される名詞類は、開かれた類と考

えられる。なぜなら、 fl'dlJMtの多くがこの接尾辞によってその複数形がつくられる。

例） em-buku (sg.) im-buku-i (pl.)'hook' 

．接尾辞 iと接尼辞ー (i)nでつくられる複数形が共存することがある。

例） en-kampi (sg.) in-kampi-i / in-kampi-n (pl.)'camp' 

・複数形に接辞して、複数形の複数形ともいえる複数形を形成する。これは、 「集団が

複数個、存在すること」を含意する。

例） i n -k e r r a (p I.) i n -kc r r a -i (p I.)'sh cc p' 

・屯複された拍幹に、接尾辞— i が接辞されることがある。ただし、 1例のみ記録されて

いる。

例） ank-alo (sg.} ink-alol-i (pl.)'side, direction' 

2. I . 2. 接尾辞ーni 

• この接尾辞で複数形がつくられる名詞は数が多い。

• この接尾辞は生産的で、この接尾辞によって複数形が形成される名詞類は、開かれた

類と考えられる。なぜなら、借用語の複数形がこの接尾辞によってつくられることがある。

例） ol-disi (sg.} il-diisii-ni (pl.)'dist・ 「1c t c o mm I s s I o n e r 

• こ叫詞辞が接辞される名詞は、その•»数形が必ずt吐音で終わる。

例） cn-kijiko (sg.) in-kijiko-ni (pl.)'spoon' 

唯一の例外として、 en-tukuluk {sg.), in-lukutuku-ni (pl.) 'motor-cycle'が存在す

る。しかし、この名詞は擬音語と考えられ、その複数形の語幹からみて、その屯数形は*e 

n-tukutukuと考えてよい。

．接尾辞ーni とつぎに述べる接尾辞—n は、 1つの形態素の異形態であるJif能性がある。

接尾辞ーniが接辞される名詞は、そのl)i_数語幹が 3音節以I・.からなるものが圧倒的に多い。

-・JI、接尾辞ーnが接辞される名詞は、そのりt数語幹が 2音節からなるものが多い。これら

2つの接尾辞は、何らかの音韻論的な条件での異形態の11J能性が高い。

2. 1. 3. 接尾辞ーn

• この接尾辞で複数形がつくられる名詞は、接尾辞— i によって複数｝約がつくられる名詞

についで数が多い。

• この接尾辞が接辞される名詞は、その単数形が必ず月音で終わる。

例） enk-anasa (sg.) ink-anasa-n (pl.)'town' 
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• この接尾辞が接辞される名詞は、その単数訴幹が 2音節からなるものが多い。また、

この接尾辞で複数形がつくられる名，Mのなかに併川拍はない。

例） ol-kondi (sg.) il-kondi-n (pl.)'ha「tebeesl'

2. 1. 4. 接尾辞— in

• この接尾辞で複数形がつくられる名詞は 6例記録されている。そのうちの 4例は、そ

のりt数形が—r·音で終わっており、 2例は、その単数形がl吐音で終わっている。

例） e-sarng'ab (sg.) i-sarng'ab-in (pl.)'mud' 

ol-dia (sg.) ii-die-in (pl.)'dog'(a→ e / _ i ?} 

• 6 例のほかに、単数形が付音で終わりながら、その屈音が脱落して接尾辞— inが接辞

されて複数形が形成される名洞が、 2例記録されている。

例） en-jo「e(sg.) in-jor-in (pl.)'war' 

2. I . 5. 接尾辞ーo/-a

• この接尾辞によって複数形がつくられる名詞は、かなり多い。

．接尾辞— oを接辞するか、接尾辞— a を接辞するかは、 rt[t幹の I吐音によって決定される。

もし、語幹が [+ATR]Iれ音を持てば、接尾辞—oが接辞され、語幹が[-AT R] fJ音

を持てば、接尾辞ーaが接辞される。 6)

．接尾辞ーaが接辞される名詞には、明らかに動詞から旅生された名，Jii]が(j在する。その

とき、動詞から名詞を派牛する訴幹形成辞は、―Vtである。接尾辞ー0が接辞される名詞に

は、動詞から派生された名詞は見あたらないようである。

例） e―「 emet (sg.) i-remet-a (pl.)'spear' ← a-rem'to spear' 

・語幹に接尾辞— aが接辞されるとき、その前の屈音が音韻変化を起こすことがある。

例） ol-oyiole (sg.) il-oyiotia-a (pl.)'riddle'(e→ i a/ _a) 

2 . I . 6 . lt: Jo 1,1: -(i) l o / -l a 

．接尾辞ー toが接辞されるか、接尾辞— t aが接辞されるかは、語幹のl吐音とのI吐音調和に

よって決定される。

例） ol-ale (sg.) ii-ale-ta (pl.}'calf pen' 

．接尾辞ーtaが接辞される名詞は、 7例記録されているが、そのうちの 6例は、その単

数形が母音/c/で終わる。しかも、そのなかの 1例は、明らかに動詞からの派生名詞で

ある。

例） o-rripie (sg.) i-rripie-ta (pl.)'guard-hut'+-a-rrip'to guard' 
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この複数形の語幹末の/ij:音/e/を後続する接尾辞の一部と考えれば、接尾辞は— e tと

-aの組合せからなると解釈できる。この接尾辞ーetは、 2. 1 . 5の語幹形成辞と同じも

のと考えられる。このことから、 2. 1 . 6の類に属する名詞で、複数の接尾辞ーtaを持

つ名詞は、そのl¥i.数形が、本来、訴幹形成辞—C lを持ち、この訴幹形成辞ーclの末尾のJ-音

/t/が脱落したと考えられる。もしそうなら、これらの名詞は、 2. 1. 5の類に入れ

ることができる。

．接尼辞ー l0が接辞される名詞は、そのl}i数形がl吐粁/i/で終わるものが 2例記録さ

れている。また、 1¥1.数形がr-nで終わる名詞は、その複数形が接尾辞ーil 0によってつくら

れる。この複数の接厄辞ーiloをMt幹形成辞ー ilと数の接尾辞ーoとの糾合せと考えれば、単

数形が/Jff/ i /で終わる名詞は、訴幹形成辞の未尾の.r-音/t/が脱格したものであり、

屯数形がf音で終わる名詞は、語幹形成辞ーitの全体が脱落したものと考えることができ

る。もし、そうなら、これらの名詞も、 2. 1. 5の類に人れることができる。

2. 1. 7. 接尾辞ーt

• この接尾辞によって複数形がつくられる名洞は、 2例のみ記録されている。そして、

その単数形は、必ず母音/a/で終わる。

• この類に属する名詞には、明らかに動詞から派牛したものがある。

例） en-kiguena (sg.) in-kiguena-t (pl.}'consultation' 

← a-iguen'to advise' 

2. 1. 8. 接尾辞ー (i)t i n 

• この類に属する名詞のうち、 4例のみがその複数形に接尾辞ーti nをもっ。ただし、こ

の場合、語幹は必ず屈音/i/で終わっている。この語幹未の屈音を接尾辞の一部と考え

れば、数の接尾辞は、すべて— i tinという形式になっていると考えられる。

例） enk-ai (sg.) ink-ai-tin (pl.)'rain, sky' 

・複数形が/i t i n/で終わる名詞、 1 2例のうち 6例は、その複数形が/r i t i 

n /、あるいは、 /rritin/で終わる。しかも、訴幹は、必ずl吐音/o/、あるい

は、 /a/で終わる。

• この類に属する名詞には、明らかに形容詞から旅生したと考えられるものがある。

例） c-ng'eno (sg.) i-ng'cnor-i tin (pl.)'c I everness' 

2. l . 9. 接尾辞ー「a, -r ak, -re, -ret 

• これらの接尾辞によって複数形がつくられる名詞は、それぞれ 1例のみが記録されて
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いる。

例） ol-ashe (sg.) i 1-ashe-ra (pl.)'brother' 

• この類に属する名詞のうち、明らかに動詞から振生したと考えられるものが 1例、存

在する。

例） e-murata (sg.) i-murata-re (pl.)'circumcision' 

← a -m u r a t'l o c i r c u m c i s e' 

．接尾辞ーreiは、複数形に接辞され、 「複数形の複数形」とも呼べる集合的複数形をつ

くる。

例） in-coo (pl.) in-coo-re i (pl.)'herds' 

2. 1. 10. 接尾辞ーit i e 

• この接尾辞で複数形がつくられる名詞は、 6例のみが記録されている。そのうちの 3

例は、身体名称であり、残りの 3例は、展敷の構成部分を表す名詞である。

例） enk-aya (sg.) ink-aya-i tie (pl.)'stomack' 

(em) -boo (s g.) i m-b o o -i t i e (p I.)'k r a a I' 

2 . l . l l . 接尾辞ー ie 

• この接尾辞で複数形がつくられる名詞は、 1例のみが記録されている。しかも、それ

は、身体名称である。

例） en-kutuk (sg.) in-kuluk-ie (pl.)'mouth' 

2. 1 . 1 2. 接尾辞ーishi 

• この接尾辞で複数形がつくられる名詞は、 5例のみ出録されている。そのうちの 4例

は、家畜に関連する意味をもつ名詞である。

例） ol-amuye (sg.) il-amuye-ishi (pl.)'male donkey' 

2. 1. 13. 接尾辞ーok/-ak, -ek, -(i) k 

・接尾辞ーokを接辞するか、接尾辞ーakを接辞するかは、語幹のl吐音との屈音調和によっ

て決定される。これらの接尾辞で複数形がつくられる名詞は、 8例記録されているが、そ

のうちの 4例は人間を、 3例は動物を、 1例は「水」を表す名詞である。また、明らかに

形容詞から派生したと考えられる名詞が存在する。

例） ol-moruo (sg.) i 1-moru-ak (pl.)'old man' 

← moruo (sg.) moruak (pl.)'old' 

．接尾辞ーekで複数形がつくられる名詞は、 2例のみが出録されている。その 2例とも
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身体名称であり、しかも、単数形が必ず紺音/u/で終わる。

例） en-keju (sg.) in-kej-ek (pl.)'foot' 

・接尾辞ー (i)kで複数形がつくられる名詞は、 1例が動詞から派生した名詞である。 1

例は、そのりt数形が/to/で終わり、身体名称である。また、 1例は、 Jlf幹に部の屯

複と接尾辞ーKによって複数形がつくられる。

例） en-daa (sg.) in-da-ik (pl.)'food'+-a-daa'to eat' 

ol-oi to (sg.) i 1-oi-k (ol.)'bone' 

cnk-aji (sg.) ink-ajiji-k (pl.)'house' 

2. 1 . 1 1. 接尾辞ーji, -j a 

• この接尾辞で複数形がつくられる名詞は、 2例のみi記録されている。そのうちの 1例

は家畜に関連する意味をもつ名詞で、 1例は身体名称である。

例） en-kine (sg.) in-kine-ji (pl.}'goat' 

ol-lau (sg.} il-tau-ja (pl.)'hcarl,spirit' 

2 . 2 . l)i_数形をつくる接尾辞

複数形を某準にして、複数形、あるいは、複数形とほぼ同じ形式に接辞して単数形をつ

くる接尾辞がいくつか存在する。

2. 2. 1 . 接尾辞ーo/-a

．接尾辞ー 0が接辞されるか、接尾辞— aが接辞されるかは、語幹の付音との局音調和によ

って決定される。語幹が [+ATR] 屈音をもてば、接尾辞—oが接辞され、語幹の屈音が

[-AT R] lJ音をもてば、接尾辞ーaが接辞される。

• この接尾辞によって単数形がつくられる名詞は、かなり数が多い。

• この接尾辞によって単数形がつくられる名詞のなかには、明らかに動詞から派生した

と考えられるものが存在する。その場合、動詞語幹に語幹形成辞ーot/-atが接辞された形

式が複数形となり、単数形は、その複数形にさらに接尾辞ーo/-aが接辞されて形成される。

語幹形成辞ーot/-atの接辞のしかたは、数の接尾辞ーo/-aと同様に語幹の母音との母音調和

によって決定される。

例） i-wal-at (pl.} c-wal-al-a (sg.) ans we r +-a -w a I'to rep I y' 

この例と同じ語幹形成辞ーat と数の接尾辞— aが接辞されていると考えられるにもかかわ

らず、 l)i.数形のみがぶ録されている名詞が存在する。

例I) e-nyorr-at-a (sg.)'I ikinkg'+-a-nyorr'to I ike' 
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・動詞が記録されていないか、あるいは、動詞が失われてしまったせいで、動詞から派

生した名詞とは確定できないけれど、動詞から派生した名詞であると考えられる名詞がか

なりの数、存在する。それらの名詞は、複数形が/ot/、あるいは、 /at/で終わり、

単数形が/oto/、あるいは、 /ata/で終わる。

例） in-kipaat (pl.) en-kipaat-a (pl.}'dance before raid' 

・語幹形成辞ーot/-alでつくられる名詞のほかにも、動詞から派生した名詞が存在する。

例） ink-akeny (pl.) enk-akeny-a (sg.)'morning' 

← a-kenyu'to rise (of sun)' 

語幹形成辞をもつものや語幹形成辞をもたないものを含めて、動詞からの派生名詞をの

ぞくと、この類に属する名詞の数は少なくなる。

．接尾辞ーoが接辞されるのにともない、音韻変化をおこすものが 2例存在する。

例） in-aisui (pl.) en-aish-o (pl.)'burnt stump'+-a-isui'to singe' 

2. 2. 2. 接尾辞ーi

．接尾辞によって複数形から単数形がつくられる名詞のなかで、この接尾辞で弔数形が

つくられる名詞がその数がもっとも多い。

・複数形がT-音/k/で終わるとき、その単数形において、―f音/k/は接尾辞— i のま

えで鼻音/n/に変化したり、あるいは、脱落したりすることがある。

例） in-kulupuok (pl.} en-kulupuon-i (sg.)'dust, ca「th'(k→n/o_i) 

i-modiok (pl.) e-modio-i (sg.)'cow dung'(k→ 0/o_i) 

ただし、どのような条件でf音/k/が鼻音に変化するのか、あるいは、脱落するのか

は、明らかではない。また、同じ環境にあると考えられるf音/k/がまったく変化も脱

落もしないことがある。このようなことがなぜ起こるのか、明らかではない。実際、子音

/k/が変化も脱落もしない形式と、（音/k/が脱落する形式が、 Ir:~ ーの名詞の単数形

として共(f.することがある。

例） il-otorok (pl.) ol-otorok-i / ol-otoro-i (sg.)'bee' 

• この接尾辞によって巾数形がつくられる名詞のなかには、明らかに動詞から旅生した

と考えられるものがある。

例） il-omon (pl.) ol-omon-i (sg.}'stranger' ← a-omon'to beg' 

2. 2. 3. 接尾辞ーei, -a i 

• この接尾辞によって単数形がつくられる名詞は、 2例のみが記録されている。もし、
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この接尾辞ーeiとーaIのI吐音/e/と/a/が名詞語幹の一部であると考えられるなら、数

の接尾辞は— i と考えられる。そうすれば、この類に属する名詞は、 2. 2. 2の類に属す

ることになる。

例） i¥-kiku (pl.} ol-kiku-ei (sg.)'thorn' 

2. 2. 4. 接尾辞ーni 

• この接尾辞によってtli.数形がつくられる名詞は、 5例のみが記録されている。しかも、

その単数形が/oni/、あるいは、 /ani/で終わる。この音連続は、 2. 2. 2の

類に属する名詞のなかの、 T音/k/が母音/o/と/i/、あるいは、屈音/a/と／

i/の間で鼻音/n/に変化した形と全く一致する。複数形の末尾の位骰には、子音/k

／は、実際には存在しないけれど、 f音/k/を複数形の末尾の位置に仮定できるなら、

この類に属する名詞も 2. 2. 2の類に属することになる。

2. 2. 5. 接尾辞ーita, -ta, -nta 

• これらの接尾辞で単数形がつくられる名詞は、それぞれ 1例が記録されている。

例） i-masaa (pl.) e-masaa-ita (sg.)'treasure' 

2. 2. 6. 接尾辞ーng'o, -na, -uo 

• これらの接尾辞で単数形がつくられる名詞は、それぞれ 1例が記録されている。これ

らの接尾辞の・剖部である/ng'/や/n/や/u/は、本来、名詞語幹の一部であった

可能性がある。この事実は、これらの単語をナイル諸語に属する他の言語の同じ起源をも

っと考えられる単語と比較することによって分かる。これら/ng'/や/n/や/u/

が語幹の一部であれば、この類に属する名詞は、 2. 2 . lの類に属することになる。

例） in-kiri (pl.} en-kiri-ng'o 'meat' (cf. Jレオ語 r i n g'o 'me a t') 

2. 2. 7. 接尾辞ーu

• この接尾辞によってlfi数形がつくられる名詞は、ただ 1例のみが記録されている。

例） in--kung'(pl.) cn-kung'-u (sg.)'knee' 

2. 3. 単数形と複数形の 1山~}jに数の接尾辞をもつ名詞

里数形と複数形の両方に数の接尾辞をもつと考えられる名詞が、いくつか記録されてい

る。ただし、そのなかには数の接尾辞としているが、じつは、語幹の一部である"r.if能性を

残しているものもある。
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2. 3. 1. 接尾辞ーe(sg.)/-a(pl.), -e(sg.}/-o(pl.}, -i (t) (sg.)/-o(pl.), 

-o(sg.}/-a(pl.), -o(sg.}/-i(pl.), -i(sg.}/-ni(pl.} 

・2. 2 節で述べた lli数形をつくる接尾辞のなかに、接尾辞— i と— o は存在するが、― eは

存在しない。また、 2. 1 節で述べた複数形をつくる接尾辞のなかには、接尾辞— a と— o と

-i と— n iは存在する。この事実から、数の接尾辞として接尾辞ーeの存在は疑わしい。単数

形の出沐のlお'f/c/を接厄辞と考えないならば、接厄辞ーc(sg.) /-a (pl.)と接尾辞ーC(s g, 

) /-o (pl.)によって、単数形と複数形がそれぞれつくられると考えた名詞は、じつは、複

数形だけが数の接尾辞をもつことになる。もしそうなら、接尾辞ーe(s g.) /-a (p I.)と接尾

辞ーe(s g.) / -o (p I.)によって、それぞれ洋数形と複数形がつくられるとした名詞は、接尾

辞ーaと接尾辞ーoによって複数形がつくられる名詞の類、つまり、 2. 1. 5の類に属する

ことになる。

例） ol-ash-e (sg.} ii-ash-~(pl.}'calf' 

．接尾辞かどうか疑いのある接尾辞ーe(sg.}を含む、接尾辞ーe(sg.) /-o (pl.) と— i (t) (sg. 

) /-o(pl.)によって洋数形と複数形がつくられる名詞、つまり、複数形に接尾辞ー0をもつ

名詞は、合計 6 例が記録されている。また、単数形が接尾辞— i ではなく、— i tで終わる名

詞が 1例のみ記録されている。 2. 2節で述べた単数形をつくる接尾辞のなかに接尾辞ーi

taが存在する。このことから、接尾辞ーitは、接尾辞ーit aの末尾の母音が脱落したもので

ある nJ能性がある。ただし、接尾辞— i t aをもつ名詞は、ただ 1例のみが記録されているだ

けである。

2. 3. 2. 接尾辞ーi(sg.)/-u(pl.), -ei(sg.)/-o(pl.), -i(sg.)/-n(p¥.) 

• この類に属する名詞の特徴は、巣数形が必ず接尾辞ーi、あるいは、―eiで終わってい

ることである。それにたいして、複数形は接尾辞呵、あるいは、―o、あるいは、―nで終わ

っている。しかし、 2. 1 節で述べた複数形をつくる接尾辞のなかには接尾辞—uは見当た

らない。このことから、この接尾辞—uは数の接尾辞であるか疑わしい。複数形の語未の固

音/u/が数の接尾辞ではなく、名詞訴幹の一部であるなら、接尾辞ーi(sg.)/-u(pl.}に

よってそれぞれ単数形を複数形がつくられるとした名詞は、接尾辞廿で巣数形がつくられ

る名詞の類、つまり、 2. 2. 2の類に属することになる。

2. 4. 単数形のみ存在し、複数形のない名詞

単数形のみ記録されていて、複数形が記録されていない名詞の類が存在する。洋数形の

みが出録されているので、本来は、どの部分がart幹で、どの滞分が接尾辞であるかは決定
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できないのだけれど、 2. 2 節で述べた接尾辞と同じ形式が•ti-数形の末尾の位置に観察さ

れる。

2. ,1. 1 . 桜尼辞ーoto/-ala

・桜Jt辞--o loが桜辞されるか、あるいは、―alaが接辞されるかは、，i酎幹のRJ:音との11音

調和によぅて決定される。単数形の未尾が—oto/-ataで終わる名詞は、 2. 2. 1の類の

名洞で、 1訴幹形成辞—ot/-at と数の接尾辞ーo/-aが接辞されて形成される llt数形と全く同じ

形をしている。しかも、 2. 2 . 1の類に属する名詞と同じように、 If]らかに動詞から振

'I・：したと考えられる名洞が存在する。ただし、 2. 2 . lの類に属する名詞とは違って、

複数形をもたない。

例） en-dung'-oto (sg.)'cutting'+-a-dung''to cut' 

・後で述べる接尾辞ーore/-areや接尾辞ーo/-aによってつくられる !U数形と、接尾辞ーoto

/-alaでつくられるりt数形とがn11, 変種として併存することがある。

例） cn-ki tcng'en-a ta/ en-ki teng'en-a (sg.)'education' 

← a-i tcng'en'to educate' 

・動詞が出録されていないため、動詞から脈~I: した名詞であるかlリ］らかではないが、単

数形が—oto/-alaで終わる名詞が存在する。

例） cn-p,ol-oto (sr,.)'difficulty' 

i. 1. 2. 接尾辞 -ore/-are

．接尾辞ーoreが接辞されるか、あるいは、―arcが接辞されるかは、語幹のf1音との屈音

潤和によって決定される。 Iリlらかに動詞から脈'tした名詞と考えられるものがこの類にff

tEする。

例）←n g'o「一()「c(sg,)'hunting'+-a-ng'or'to hunt' 

．接尾辞ーoto/-ataでつくられる形式のflti、1変種として、接尾辞ーore/-areによってつく

られる形式が併存することがある。

・動詞は見つからないので脈'F.名詞かどうか明らかではないが、接尾辞ーareをもつと考

えられる名詞が、 1例，記録されている。

例） c-sul-arc (sg.)'scandal' 

2. 1. :J. 接Jc辞ーon/-an

．接尾辞ーonが接辞されるか、あるいは、―anが接辞されるかは、語幹のI吐音とのLi音調

和によって決定される。 Iリ）らかに「fl・：状 l を表す動洞から旅~t したと考えられる名詞がこ
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の類に存在する。

例） cm-borr-on (sg.}'calmness' ← a-bor (r)'to be calm' 

2. 1. 4. 接尾辞ーo/-a

．接尾辞ーoが接辞されるか、あるいは、―aが接辞されるかは、晶幹のl吐音との母音調和

によって決定される。明らかに「性状」を表す動詞から派牛したと考えられる名詞がこの

類に(l{Eする。

例） en-kibo「「-a (sg.)'whiteness'+-a-ibor (r)'to be white' 

ただし、この接尾辞ーo/-aは名洞を形成する接尾辞ではなく、動詞訴幹を形成する接辞

である 11J能性がある。以ドの例で、動詞、 a-isis-a における接尾辞—a は、 「状態」動詞を

脈'I:する接辞と考えられる。もしドの名詞が状態動詞から派牛した名詞なら、この名詞の

形式は、数の接尾辞をもっていないことになる。

例） en-kisis-a (sg.)'praise' 

cf. a-is is-a'to be renowned' ← a-isis'to praise' 

2 . ,1 . 5 . 接尾辞ーi

• この類に屈する名詞には、 lリl らかに動，~i,jから脈生したと考えられる名詞が(i-在する。

例） e-munyan-i (sg.}'good fo「tune' ←a-munyanu'to become fortunate' 

• この類に屈すると考えられる名洞のなかに、末尼が/ei /で終わろ名詞が 1例記録

されている。このHJ:音/e/は、動詞語幹を形成する接辞である ~•J能性がある。

例） 0ー「 amat-ei (sg.}'cattle arrangement' ← a-ramat'to tend cattle' 

2. 1. 6. f姿ll辞ーisho

．接尾辞ーishoによって単数形がつくられる名詞には、動詞、あるいは、形容詞から派

牛した名詞であるとはっきり分かる名詞が 3例、派牛名詞かどうかはっきりしない名詞が

1例、記録されている。

例） en-karsis-isho (sg.}'wealth' ← karsis'rich' 

c-sunkurc-isho (sg.}'guile' 

2. 1. 7. 接尾辞ーit 

．接尾辞ー iIによって単数形がつくられる名詞は、ただ l例のみ出録されている。

例） cm-pong'-it (sg.}'swelling of stomach' 

← a-pong'u'to swell (stomach}' 
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2. I¥. 8. ゼロ接尼辞

・動詞語幹になんら接尾辞を付加することなく、そのままの形式で名詞語幹として川い

られることがある。このような磁I::をする名詞は、ゼロ接,i辞をもっと定義しておく。ま

た、 2. 1. 1で見たように接尾辞-o/-aが名詞語幹をつくる接辞ではなく、動詞語幹を

つくる接辞であるならば、そのような名詞もこの類に属することになる。

例） cn-jian (sg.)'swelling'+-a-jian'to swell' 

2. 1 .. 9. その他

・2 . 1節、 2. 2節、 2. 3節で述べた名詞のように対をなす複数形が存在すれば、

りi数形が数の接屈辞をもつかどうか決定できるのだが、あるいは、 2. 4. 1から 2. 4. 

8までの類に属する名詞のように、明らかにそれが脈牛したもとの語幹が記録されていれ

ば、核尾辞を決定することができるのだが、そのどちらでもない、 lli.数形だけが1記録され

ている名，i1~が{t{Eする。

例） ol-marua (sg.)'bee「'

2. S. 複数形のみ{t-在し、 1-11.数形のない名詞

複数形のみ，；凶録されていて、 m数形が＇記録されていない名詞の類が {f.在する。

2. 5. 1 . ゼロ接尾辞

• rりlらかに動証lから旅'tしたと与えられる名詞が存在する。このとき名詞は、なんら接

辞をともなわない。

例） im-pcnded (pl.)'remnants' ← a-pended'to tear into threads' 

2. 5. 2. I複数形の複数形」、接尾辞ーarei, -rci 

・複数形に接辞され、いわゆる r複数形の複数形Jとも呼べる形式つくる接Jl辞が,{j在

する。これらの接尾辞をもつ名詞、 2例が記録されている。

例） kulr (pl.)'milk'kulia-rei (pl.)'milk, collective' 

il-tung'ana(k) (pl.)'person'il-lung'anak-arei (pl.)'populace' 

2 . 6 . Hi. 数形と複数形が全く異なる語幹からなる名詞

iド数形と複数形が令く異なる訴幹からなる名詞が、わずかに記録されている。

例） ol-cani (sg.) i 1-keek (pl.)'tree, wood' 

2. 7. }li. 数形と複数形が声閾によってのみ区別される名詞

m数形と複数形が分節的には全く区別がなく、ただ声調によってのみ区別される名詞が

Ii在する。 7)
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例） ol-tuli (sg.) 11-tuli (pl.)'buttock' 

• この類に属する名詞は、その語末が必ずl吐音で終わっている。単数形と複数形の両方

がl吐粁/a/で終わる名詞が 1例、 l輝 連続/ua/で終わる名詞が 2例、 1記録されてい

る。 l}i.数形と複数形のj1f1j)jがl吐音/o/で終わる名詞が記録されている。単数形と複数形

の両方がfli1'f/ i /で終わる名詞が 2例、母音連続/oi/で終わる名調が 2例、 I吐音連

続/ai /、あるいは、 /ci /で終わる名詞がそれぞれ 1例、 1記録されている。したが

って、この類の属する名詞は、単数形と複数形の両}jがl吐ff/a/か/o/、あるいは、

,~J ff/ i /で終わるごとが分かる。

l打r/a/、あるいは、 /o/からなる数の接厄辞ーo/-aは、 2. 1節の複数形をつく

る接尾辞と 2. 2節の単数形をつくる接尾辞のなかに見つけることができる。また、屈音

/i/からなる数叫妥尾辞— i は、 2. 1節と 2. 2節の接尾辞のなかに見つけることがで

きる。ゆえにこの類に属する名詞は、単数形か複数形に、あるいは、その両方に数の接尾

辞をもっていると考えられるが、声講体系の研究が進んでいない今の段階では、単数形と

~1数形のど｀ちらに．あろいは、その 1,l,j}j に数 0)接lrl辞が核辞していろか決定すろことはで

きない。

3. 名，Mの分類

2 (.'fでおもに形式のmiから考察した数の接尾辞について、 3序では名詞が複数形、ある

いは、 l}'i.数形がつくられるとき、それらの接尾辞のうちどの接尾辞が選択されるかを見る。

また、マサイMtにおいて名洞がなんらかの範貼によって分類されており、その範日にした

がって接尾辞が選択されているかどうかを観察する。まず、その前に 2序で見た接尾辞を

表にまとめておこう。

つづく貞の表 lと表 2から分かることは、 1司じ形式をした接尾辞が単数形をつくるのに

も複数形をつくるのにも HJ いられることである。たとえば、数の接尾辞— i は、複数形をつ

くるのにも、 lli.数形をつくるのにもJUいられる。表 1でMじ形式をした接尾辞の対応を閥

べてみれば、 t}i.数形をつくる接尾辞すべては、それらとほぼMじ形式をした接尾辞が複数

形をつくる接尾辞のなかに見つけられる。この市実から、これらの単数形、ならびに、複

数形をつくる接尾辞は、接尾辞 l—'.j 体にりt数性や複数性を表す特性が{i-在するのではなく、

これらの接尾辞は、ただたんに数の区別を行なう機能だけを果たしている。それらの接尾

辞が接辞されたとき、接辞された形式がりt数を示すか、あるいは、複数をぷすかは接辞さ
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れる名詞の本来の、紅味によって決定される。このことから、マサイ語の名詞は、その本来

の紅味によってなんらかの範訪化されていることは明らかである。すくなくとも数に関し

て、なんらかの範店化は行なわれているのはIJJらかである。では、それ以外の範店化は存

在するだろうか。

1-< 1 数の接厄辞 (1)

複数形をつくる接足辞 •lt数形をつくる接尾辞

-i -i 

-ni 

-n 

-in 

-o/--a 

-lo/-ta 

-I 

-(l) l i n 

-ra/-rak, -re, -rei 

-i I c i 

-ic 

-is hi 

-ok/-ak, -ek, -ik 

-j i I -j a 

,k 2 数の接hi辞 (2)

Ill数形と相数形の1,l,j}jに

接兄辞をもつ名詞

-c (sg.) /-a (p I.) 

-r (sg.) /-o (p I.) 

-c j 1 -a i 

-ni 

-o/-a 

-ng'o, -na, -uo 

-i ta, -ta, -nla 

-u 

ll't. 数形のみ 複数形のみ

JLl録されている名詞 記録されている名詞

-oto/-ata -arc 1 

-o/-a 
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表 2 (つづき）

ー o(sg.) /-i (pl.) 

-o (sg.} /-a (p I.) 

-i (sg.)/-ni (pl.) 

―-i (sg.) /-u (pl.) 

-ei (sg. }/-o(pl.) 

-i (sg.) /-n (pl.) 

c
 

r
 

o

n

 

-

a

 

/
 

I
 

o
 

c

/

h

 

r

n

s

t

 

o

o

i

i

i

 

-

＿

―

―

―

 

;3 . l . 名詞分類の範員打化

マサイ語における名詞分類の範店をltlllHするためには、マサイ訴内部でirl接的証拠を探

さなければならない。しかし、一見したところでは、マサイ語の名詞休系には明確な分類

範疇を見つけることが困難に息われる。そこで従来の研究によって発見された名詞分類の

範庄を援川して、それらの範庄を川いてまず大雑杷にマサイの名詞を分けてみる。それら

大雑把に分けられたグループのその分け方が適当であったかを検討し、さらにそのグルー

プのなかでなんらかの範疇化が行なえるかどうかを検討する。

クレイグは、占詔にit遍的に共通する名詞分類の範lt1の紅味特徴として、第 1に人間か

人間でないか (hunanncss}、または、 4・：物か」I:'!:物か (animacy}、第 2に名詞が指ぷするモ

ノの形 (shape}、第 3に名詞が指ホするモノの使川法 (use)と密度 (consistency)をあげて

いる (Craig:1986, p. 5)。たとえば、印欧訴の文法「ヤI:」をもっ；l~ftは、第 1 番 I] の人間

か人間でないか、あるいは、牛物か非牛物かを、ほ味特徴とする範Uだけの分類休系をもっ

ていると考えられる。

さらに、クレイグは、具象物の物刑的特徴による分類の•一般化を行なっているが、それ

によるとまず第 1にモノの次）じのr111定が行なわれ、第 2にモノのー．．次Jじの,,i]定が行なわ

れ、さらにモノ 0)密度 (consistency)がlr1J定される前にモノの制さ (rigidity)がさきに阿

定され、最後に柔軟さ (fI ex i bi I i I y)が阿定される (Craig:1986, p. 6)。

以l:の範員存化の具休例として、クライダーによるバントゥーtll語の名洞のクラスの紅昧

特徴を見てみよう。クライダーは、 11の名詞のクラス（単数と複数が対となったクラス

を含む）をバントゥーitt品に詔めている。まず、名詞を数えられる名，；，tl(counl)と質ltl名

, M (mass}に2分割する。数えられる名詞は、さらに、形状を持つ名洞 (configuration)と

種名詞 (kind}に2分割する。形状を持つ名詞は、密な形の名詞 (soI id figure}と輪郭の形
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の名詞 (outline figure)に分けられる。密な形の名詞は、拡がりのない名詞 (non-extende 

d)と拡がった名詞 (extended)に分けられ、それぞれが、さらに個休 (unit)と集合 (collect

ion)に分けられる。 方、輪郭の形の名詞は、まず、個体と集合に分割され、そして、個

休は拡がりのない名洞と拡がった名詞に分けられる。また、種名詞は、牛物名詞 (animate}

と人「物名詞 (artifact)に分割される。さらに、 ':l::物名詞は、人間 (human)と動物 (animal)

に分けられる。質凩名詞は、凝集した名詞 (cohesive}と離散した名詞 (dispersive}に分割

される。凝集した名閥は、 l山1体 (soI id)と液体 (liquid)に分けられ、さらに、固体は均質

なモノ (homogeneous)と均質でないモノ (differentiated)に分けられる 8)。

クレイグによる将遍的範疇は、あまりに抽象化されていて、マサイ話における名詞の範

闘化を考察するには不便に感じられる。そこでピンカーがあげている人間の心的モジュー

ルを見てみよう。ピンカーは l5項(;]の心的モジュールを提案している 9) 0 

l . }J学的直感一対象物の働き、力、変形

2. 小物的1{(舷ー動植物の仕組みをJIU解する

3. 数

1 .'人いテリトリーについての心的地図

5. 住みかの選択一概してサバンナのような安全で情報胆こ貨み、牛産的な環境を見つ

けだす

6. 危険ー恐怖感、 Jf]心する感覚、高所、閉所、危険をはらむ社会的出会い、毒のある

、あるいは、肉食の動物に対する恐怖、これらが害をなさない状況を覚えようとい

う気持ち

7 . 食べもの一どれが食JUに適するか

8. 汚染一嫌悪感、本来的に嫌悪の対象になりそうなものに対する反応のしかた、感染

と病気についての直感

9. 滴足のいく状態であるか否かの点検ー中福感や悲しみなどの感情、満足な気分や落

ち行かない気分

1 0 . 心理学的直感ー他人の信条や欲求から、その人がどんな行動をとるか予想する

1 I . 心的仕所録一個々人についてのデータベース、親族関係、身分、恩恵のやり取り

の歴史、技能や強みなどの欄がある、それぞれの特徴についての評価駐準

1 2 . 「 l 像ー他者にとって「l 分はどんな価値を持つかについてt,•f 報を集めて幣狸する

1 3. ,E義一権利、義務、功罪の感貌、怒りや復閂心などの感t,¥
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l 4. 親族関係一緑者ひいきや、子育ての役割分担

1 5. 紀偶関係一性的魅}J、怪桔などの感情や、忠実である紅図、捨て去る紅図

ピンカーのあげる心的モジュールが言語化される範店とそっくり致するわけではない

が、クライダーによるバントゥー祖語の名詞のクラスの意味特徴と一致する部分がある。

たとえば、ピンカーの心的モジュールのうち、 l番目のものは、形状をもつ名詞 (config-

U「at i on)とそのド位範店に相‘りするし、 2番rIのものは、種名詞 (kind)の牛物名，fiij(ani-

ma l c)とそのド位範員出こ朴I'りするし、 3番11のものは、仰休 (un i l)と集合 (collcclion)に

相当するとと考えられる。詳しくピンカーの心的モジュールとクライダーの名詞のクラス

の紅味特徴を検討すれば、さらに•致する部分を見つけることができるであろう。しかし、

これ以 I:の,,,,j者の検討は別の機会に委ねるとして、ピンカーの心的モジュールを参考に、

マサイ訴の名詞分類の範疇を検討するために、いま暫定的な紅味特徴を指定して、その暫

定的な紅味特徴で名洞をグループに分けてみよう。そして、そのグループ分けが適 ~•1 であ

れば、グループ分けに用いた暫定的な意味特徴がマサイ語の名詞分類の範疇として認める

ことになる。また、そのグループ分けが不適＼りであれば、マサイ訴の名詞分類の範店とし

て、グループ分けにmいた暫定的な意味特徴を修1Eすることになる。

暫定的な、意味特徴は、 「人間、職業」、 「身体名称」、 「動物」、 「植物」、 「自然、

地形」、 「社会糾織」、 「具象物」、 「-till象物」である。これらの暫定的な紅味特徴でタ

ッカーとムパイエイの「マサイ訴文法」の訴位集からすべての名詞をグループ分けしてみ

る。

3 . 1 . 1 . 「人間、戦業」

以ドの表において、 pI. で始まる行に載せている名詞は、りt数形を基準にして単数形に

接尾辞を付加して複数形をつくる名詞であり、 sg, で始まる行に載せている名詞は、複数

形を几準にして複数形に接尾辞を付}Jllして単数形をつくる名詞である。また、 sg./pl. で

始まる行に載せているのは、単数形と複数形の両方に接尾辞をもつ名詞である。 sg, のみ、

あるいは、 pI. のみとあるのは、それぞれ、 l}i.数形のみ、あるいは、複数形のみがill!録さ

れている名詞である。 toneのみと iりかれている名詞は、此関のみによってl¥l数と複数が［天

別される名詞である。 [Der i v c d noun]とあるのは、動詞あるいは形容詞から脈'I:された名

洞であり、 [Borrowed]とあるのは、 fltJU aけである。
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P I. -n 

pl.-a(ak) 

名
ー

(.1} 

(l) 

(I) 
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pl. -ak/-ok (1) 

p I. -n i (2) 
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•• cr 
ov •一ー
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dDd e .-

。nd 
acl mvn" 

oiu 
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na um 
od nー

]n 
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sg. -i (8) [-ani/-oni (sg.)//-ak/-ok (pl.}] healer, carpenter, 

． 

． 
s c 

P 

initiate, one who prevents, dreame「, woman who has just had 

a baby, woman young worrior 

c 

sg.-i (II) shaved initiate, warr.ior, European and Asian, child, twin, 

Eu「opean, initiale, hypocrite, sick pe「son, [Oe「iv e d noun] 

fool, stranger 

sg.-ni (I) Maasai 

Irregular (I) girl 

接尾辞ーni によって複数形がつくられる ff~rn j訴、接尾辞ーarciによって複数形がつくられ

る「複数の複数」など少数の名詞を除くと、表 3の多くの名詞は、 2つのグループに分け

ることができる。それらは、複数形に接辞ーak-/-okーを持つグループと持たないグループ

である。複数形に接辞ーak-/-okーを持つ名詞は、その、意味特徴として「～をする人」とい

ぅ紅味をもっていると考えられる。複数形に接辞ーak-/-okーを持たない名詞は、 「～状態

の人」という麻昧をもっていると考えられる。さらに、接尾辞が複数形に接辞されて、単

数形がつくられる名詞は、 n然界において複数で存在するのが自然な名詞である。

マサイ話において名詞の複数形、あろいは、 l¥i.数形のつくり方を決定するもっとも if{要

な吸桑は、その名詞が指ぷするモノがH然界において複数でtf-1Eするのが自然であるか否

かである。このことは、複数形、あるいは、 l¥i.数形のつくり）jがrn1類になっているのだか

ら‘り然とも諄えるのだが、この後に言及する様々な紅味特徴の名詞グループにおいても、
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名詞が指示するモノの数のあり方が重要な要素となる。これは、ピンカーの心的モジュー

ルの 3番目のものに相当する。さらに、 「～する人」と「～状態の人」という意味特徴は、

心的モジュールの 11番目のものに相当する。

3. 1. 2. 身体名称、生理現象

表 4 名詞分類 (2)

PI. -I (5) body, back, face, anus, palm 

p I. -n I (3) thumb, little finger, head 

pl.-ie, -itie (4) mouth, udder, chest, stomack 

(1) skin (-it (sg.}/-ito (pl.}] pl.-to 

pl. -a/-o (8) belly, tongue, resonance, neck, throat. vein, ear, 

afterbirth 

pl. -ta (I} blood 

pl.-ja (1) heart 

s g, -i (4) rib, tooth, s a I iv a, ph I e gm 

s g. -n i (I) corpse 

s g. -a (5) he ad, entails, ha i r, brcas t, hand 

s g. -u (1) knee 

s g, -i / p I. -u (1) lung 

sg. -ei/pl. -o (l) beard 

sg.-to/pl.-k (1) bone 

sg.-u/pl.-ek (2) foot, eye 

s g. -e/p I. -a (l) wound 

s g. のみ (1) breath, ha「dexcreta, malaria, smallpox 

p I. のみ (1) urine 

loneのみ (1) buttock 

数に関しては、やはり、自然界において複数で存在するのが自然であるモノを指示する
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名詞は、単数形が複数形から接尾辞が付加され、つくられる。数に関しての区分けのほか

に、表4の名詞から特徴ある 2つのグループを分けることが可能である。ひとつは、接尾

辞— i を持つ名詞のグループであり、もうひとつは、接尾辞ーa/-o を持つ名詞のグループで

ある。接尾辞— i を持つ名詞は、若干の例外はあるけれど、たいていは、身体の外観できる

沸分を指示する。接尾辞ーa/-oを持つ名詞は、たいてい、身体の内栽部分を指示する名詞

である。この紅味特徴は、心的モジュールの 2番Hに相当する。

3 . 1 . 3 . 動物

及5 名詞分類 (3)

pl.-i (18) game, waterbuck, giraffe, 「hinoceros, buffalo, eland, 

impala, ram, ox kept for emergency, he-goat, castrated bull, 

ewe, crow, fat piece of meat, part of animal's intestine, 

s w a r m, j i g g e r 

pl. of pl. -i (I) flocks 

pl. -in (1) dog 

PI. -n (2) colobus monkey, ha「tebeest [-in] 

DI. -n (1) hare, horse, f r o g, forearm [-an, -on, -en] 

p I. -n i (2) hen, poisonous centipede 

pl.-ji (l) goat 

p I. -a/-o (7) snake, elephant, hyena, wart hog, I ion, sheep, kid 

pl.-kok, -ak (3) bu! I, jackal, beast of prey 

．
 

h

K

 

s

a

 

・1

r
―

―

 

．
．
 

p

p

 

(4) male donkey, voice, hind leg, skull 

('I) ho「n

pl. of pl. -rei (1) herds collectively 

sg. -i (13) he「d, wild dog, maneless lion, porcupine, tail, fish, 

locust, t i C k, buterfly, bee, egg, du Ck, cow dung 

s g. -n i (3) r a t, an l,, f I y 

s g, -a/-o (8) wild animal, donkey, skin of goat, tail hairs, CI ow, 

feather, meat, ear markings 
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表 5 （つづき）

s g, -o / p I. -i (]) 0 X 

sg.-o/pl.-a (1) heifer 

sg. -it/pl. -o (l) marrow (of) bone 

sg.-e/pl.-o (1) calf 

s g. -i / p I. -n i (I) lump of meat 

s g. -i IP I. -n (I) ostrich, 

Irregular (2) cow, leopard 

s g, のみ (2) old dry dung, leather funnel for feeding calf 

toneのみ (1) baboon, bird, maggot, maggot in nose of animal 

数に関する分類のはかに、表 5の名詞には紅味特徴について特徴のあるグループが存在

する。それは、接尾辞— i によって複数形がつくられる名詞である。これらは、食用となる

大利の哺乳類をあらわす名詞である。一方、接尾辞ーa/-oによって複数形がつくられる名

詞は、野性動物でも食Jfjにならない動物をあらわしている。また、爪要な家畜の一般名称

は、単数形にも複数形にも接尾辞をもつ形式になっているか、あるいは、不規則な形式に

なっている。複数形から接尾辞が付加されて岸数形がつくられる名詞は、自然界において

複数で存在するのが自然であるモノ、ちいさな昆虫や動物の身体などが主であるが、また、

このグループに属する野性動物は、食mにならない。

これらの意味特徴は、心的モジュールの 2番Hと、 7番Hの「食べもの」とに相応する。

3. 1. 4. 植物

表6名詞分類 (4)

pl. -i (I) mushroom 

sg. -i (8) maize, barkot tree, poison arrow tree, 「eed, sodom apple, 

sisal, flower, large firewood log 

s g, -e i (1) t h o r n 

sg. -a/-o (3) grass, branch, burnt stump 

sg. -uo (1) charcoal 
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及6 （つづき）

s g. -i / p I. -o (1) fig tree 

s g. のみ (1) first grass after rain or fire 

Irregular (1) t re e 

表 6から分かるように植物を指示する名詞は、単数形を基準にして単数形に接尾辞を付

加して複数形をつくる名詞は、ただ 1例のみが記録されていて、しかも、それは「茸」を

意味する。動物を指示する名詞の場合にも観察されたのだが、マサイ語の話し手は、自然

にたいして豊かな知識をもっていて、その知識に裏付けられた名詞の分類を行なっている。

「茸」に関しては、それが自然界で洋独で存在するのが自然であるか、否かで範疇化され

ているのではなく、心的モジュールの 8番Hの「汚染一嫌悪感」に相当する範疇で分類し

ていることと考えられる。

3. 1. 5. 自然、地形

表7 名詞分類 (5)

pl. -i (13) range of hi! ls, stony place, dry steppes, lawn, bush 

DI. -n 

p I. -in 

p I. -n i 

country, forest, spring of water, pool, ditch, ditch, trail, 

sun, shadow 

(2) 

(l) 

(I} 

river, wet season 

mud 

deserted si le 

pl.-(r) (i) tin (7) rain, daylight, night, time, moon, dry season, place 

p I. -a/-o (3) river, river bank, stone 

PI. -k (1) water 

p I. -t (1) hillside 

sg. -i (8) heavy shower, shower, sal t-1 ick, mud formed from rain and 

old dung, sand, small bush, dust 

s g. -a/ -o (8) f o am, bank, s t a r, bound a r y, co r n e r, v a I I e y, enc I ave, ho I e 

s g. -o / p I. -i (1) c o o I and w o o d e d c o u n t r y 
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表 7 (つづき）

toneのみ (l) mountain 

s g, のみ (5) west. evening, early morning, darkness, red ochre 

明らかに特徴のある息昧特徴をもった名詞のグループが存在する。それは、接尾辞ー (r)

(i) l i nによって複数形がつくられる名詞である。これらは、時間の概念と関連する意味を

もった名詞である。また、一Hのある時刻を指示する名詞は、単数形のみの名詞になる。

また、接尾辞— i によって複数形、あるいは、単数形がつくられる名詞が指示する自然、ま

たは、地形は、接辞ーa/-oによって複数形、あるいは、単数形がつくられる名詞が指示す

る自然、地形よりも人間により身近なものである。これらの名詞を分類する範疇は、心的

モジュールの 4番Hと5番Hに相当すると考えられる。

3. 1 . 6. 社会組織

≫. 8 名詞分類 (6)

pl. -i (3) country, permanent village, debt 

p I . -n (4) I a r g e v i I I a g e , I r i b a I s e c t i o n , c o mm u n i I y , q u a r r e I 

pl.-in (4) trick or trade, 「aidingforce, wa「, the f t 

pl.-a/-o (6) division of warriors, clan, war「ior'svillage, presents to 

prospective father-in-law, prephecy conditions, dance befo「C

raid 

pl.-(r)(i)tin (3) neighbours, battle, migration 

PI. -k (1) home 

pl. -re (1) circumcision 

pl. -ta (2) friend, f am I I y炭

sg. -a (I) name 

s g. -n ta (1) enemy 

s g. -i Ip I. -o (l) b I a c k s mi l h 

t oneのみ (2) family磁 settlementarea 
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}l. 8 (つづき）

s g. のみ (6) wedding, companionship, lion hunt, school, devination, 

centre part of a manyata 

叫のみ (1) crime 

「緞冶展」を指示する名詞は、人間の範疇の名詞グループに所属させるべきかもしれな

いが、 「鍛冶展」の社会的な特別な役割りを考えれば、社会組織の名詞グループに所属さ

せるのがよいであろう。表 8において特徴のある名詞グループは、 「友人」と「家族」で

ある。特に「家族」を指示する名詞は、接尾辞によって複数形がつくられる形式と声調の

みによって単数と複数が区別される形式が自山変種として存在する。声調によってのみ巾

数を複数が区別される形式にたいして、接尾辞ーtaによってわざわざつくられた複数形が

存在する。この巾実は、接尾辞ーtaによって複数形がつくられる名詞がなんらかの範疇で

分けられたグループを形づくっていることを示している。表 8の名詞に見られる範疇化は、

心的モジュールの 11番rIに相‘りすると考えられる。

3. 1. 7. 具象物

表 9 名詞分類 (7)
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••• p

p

p

 

sg. -i (9) paper, quid (of tabacco), rope, collar for bell, wire, 

c o w r y , w o ma n's s c r o I I e d e a r -r i n g s , m a g i c a I c h a r m, o I d m a n's 

s t i Ck 

sg.-o (1) co「d

s g. -o / p I. -i (1) bow 

s g. -i / p I. n (1) bead 

sg.-c/pl.-a (2) sandal, arrow 

sg.-a/-o (3) she! ler, sheep pen, path 

toneのみ (1) 「oad

p I. のみ

s g, のみ

(2) m i I k, [D e「ived noun] food 

(9) meal preserved in fat, po「ridge, butter, beer, while salt, 

smell of meal roasting, smoke, dew, drop of liquid 

表 9 において、特徴のある名詞グループがいくつか存在する。接尾辞—n によって複数形

がつくられる名詞グループは、主に男が持つ持ち物と牧畜に関係する品物を指示する名詞

からなっている。接尾辞ーta、あるいは、ー (i)l oによって複数形がつくられる名詞は、あ

きらかに牧畜に関係あるモノを指示する。また、接尾辞ーil i eで複数形がつくられる名詞

は、社会でなにか特別な意味をもつ名詞である。すでに述べた動物などの暫定範疇の名詞

グループでも阿様の特徴が見いだされるのであるが、 l}l数形と複数形の両}jに接尾辞をも

つ名詞は、社会で項要なモノを指示する名詞である。接尾辞— i によって屯数形がつくられ

る名詞は、複数形が基準で複数形から巣数形がつくられる名詞の範疇が、ただ自然界での
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モノの存在のあり方、つまり、自然界で複数で存在するのが自然であるか、否かであるの

ではなく、名詞が指ぷするモノの形状に関係していることが分かる。これらの名詞が指示

するモノは、 「紙」や「ロープ」のように 2次元的に延長した形状をもつ。これらの範疇

は、心的モジュールの l番目に相当する。また、うえで述べたように、たんにモノの働き、

カ、変形といったjJ学的直感だけではなく、そのモノの社会的役割りが範疇化される基準

となっている。

3. 1. 8. 抽象物

表 10 名詞分類 (8)

pl. -i (3) side, middle, needs 

pl. -n (2) part, story 

p I . -i n (2) c o I o u r , [D e r i v e d n o u n] w o r k淡

pl. -ni (1) [Borrowed] wage 

p I. -a (3) d c p u t a t i o n, r i d d I e , [D e r i v e d n o u n ] c u r s c 

p I. -t (l) [D e「ivcdnoun] consultation 

pl.-(r) (i) tin (6) thing, song, wo「k淡， death, [Derived noun] cleverness, 

i 11 n cs s 

pl. -ishi (1) something I er l over 
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s g. のみ (65) hunger, coldness, salt hunger, [Derived noun] swelling, 

top, heat, dream, anus, quarrel, worship, pierce, command, 

praise, trade, anger, pride, pride, hatred, silence, whiteness, 

bigness {sg.-01, education, beginning, confusion, telling of 
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表 10 (つづき）

p I. のみ

news, cutting, effort, overtaking, sifting, gnawing, thunder, 

shouting, liking, stubbo「nness, difficulty lsg. -ata/-olol, 

digging, leading, hunting, listening, milking, brewing, 

herding, guarding, slaughter, scandal lsg. -ore/-arel, 

difficulty, nearness, gentleness, good fortune, fulness, 

cattle management lsg.-il, goodness, wealth, settlement, 

guile lsg.-isho}, calmness, redness, strength, depth, rawness, 

sh a「pness, survival life, blackness, lightness !sg.-a/-ol, 

swelling of stomack lsg.-itl 

(4) turns at herding, latte「s, whispering, [Derived noun] 

remnants 

toneのみ (3) word, [Borrowed] money, angel 

表 10の名詞グループには、動詞、あるいは、形容詞から脈生した一群の名詞が属して

いる。これらの派~t名詞は、行為そのもの、行為がなされる場所、属性など紅味符徴にし

たがって、おおよそ付）~,される接辞が決定している。これらの脈生名詞を除けば、あまり

特徴のある名詞グループは見つからない。ただ、接尾辞ー (r)(i) tinによって複数形がつく

られる名詞は、なんらかの意味特徴をもった名詞グループを形づくっていると考えられる。

3. 2. まとめ

マサイ語の名詞は、ただたんに数の概念だけで分類されているのではなく、もっと複雑

な分類が行なわれているように思える。しかし、以上で見てきたように多くの借川語が名

詞の体系内に入ったために、また、名詞のもっ，意味が歴史的に変化したために、名詞を分

類する範店の紅味特徴が明確にhhUlできないものとなってしまっている。だが、おもいき

った一般化が許されるなら、以下のようにマサイ語の名詞体系における範疇化の特徴をま

とめることができるだろう。

・数について一複数形あるいは単数形のつくり方を手がかりにして、名詞分類の特徴を

探ってきたのだから当然であろうが、数の概念に基づく範疇が存在する。そして、それは、

名詞が指示するモノが111然界において複数で存在するのが[':f然であるか、否かにより決定

される。また、複数を基準として複数形に接尾辞が付加されて単数形がつくられる名詞の

-80-



なかには、 2次元的に延長した形状をもつモノを指示する名詞がある。これは、数の概念

だけではなく、名詞が指示するモノの形状が範疇化されることを示している。

• 生物について一人間、動物、植物は、それぞれ、異なる範疇化が存在する。植物を指

示する名詞は、 1例を除くすべての名詞が複数形に接尾辞が付加されて単数形がつくられ

る。動物の名詞のなかに、食川になる動物と食用にならない動物の範疇がある。また、家

畜、牧畜に関係する名詞が一つの範疇を形づくっている。身体名称には、外的な器官と内

的器官の範疇がある。

・自然、地形についてー自然、地形には、人間に身近なものとそうでないものの範疇が

ある。また、時間に関述する名詞と一・flのある時刻をあらわす名詞は、それぞれ独自の範

疇を形づくっている。

・社会組織について一「友人」 「家族」の独自の範疇が観察できる。また、人間、具象

物を指示する名詞のなかに、社会的になにか特別な意味をもつ名詞の範疇が存在する。

注。

1) Hollis:1905を参照。

2) llollis:1905はマサイ語の名詞複数形成を、 llollis:1908はナンディ晶の名詞複数形

成を、 Kitching:1915はテソ語の名詞複数形成を、 Beech:19日はスク語（ポコット語）の

名詞複数形成を記述している。

3) Tucker & Mpaaye i: 1955の付録であるマサイ晶栢鋲集。

4) 注 3を参照。

5) 以下のさまざまな例を見れば、一見、接頭辞によって名詞の数が表示されているよ

うに見える。例えば、 em-buku(sg.)とim-buku-i(pl.)では、単数形と複数形がそれぞれ接

頭辞emーと imーをもっていて、母音/e/と/i/が単数と複数を表示しているように見え

る。しかし、これらのI吐音は、また、接頭辞そのものは、文窄においてなど、語が述続す

るとき、頻繁に脱落する。そのため文章においてなどでは、接頭辞で数の区別がされない。

例） Na kerai(sg.)! 「おーい、 f供！」

Na k er a (p I.) ! 「おーい、子供たち！」

呼び掛けを導く語、 Naのあとで接頭辞が脱落している。

6) [士ATR]屈音の区別は、表記を省略する。
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7)声調は、表記を省略する。

8) 詳しくは、 Creider:1986を参照。

9)詳しくは、ビンカー： 1 9 9 5を参照。
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